
サイエンスレクチャー2024
京都府立植物園100周年記念 学術講演会

開園100周年を記念し、 植物や多様性保全、 植物園に関わるさまざまな
話題を、 専門家がわかりやすく解説します。

時間：13:30~15:00（受付13:00~)
場所：植物園会館2階研修室、 定員60名（受付13:00～先着順）
主催：京都府立植物園・京都府立大学新自然史科学創生センター・

きょうと生物多様性センター

2025年３月９日（日）

なぜ私たちは巨樹に惹かれるのか

：人間と植物の多様な関わり

-701-0141

横浜国立大学 中臺 亮介氏



サイエンスレクチャー2024

京都府立植物園100周年記念 学術講演会

11月２日（土）

「植物と動物の共生関係 ー花と果実の多様性」
湯本 貴和 （ゆもと・たかかず） 氏

京都大学名誉教授

きょうと生物多様性センター長

12月1日（日）

「調べてまもる地域の自然 〜植物園の役割〜」
前田 綾子 （まえだ・あやこ） 氏

高知県立牧野植物園 主任研究員

1月19日（日）

「半自然草原ってな～に？：草原から考える植物の保全」
横川 昌史 （よこがわ・まさし） 氏

大阪自然史博物館 学芸員

2月23日（日）

「フクジュソウの地域特性」
兼子 伸吾 （かねこ・しんご） 氏

福島大学 准教授

3月９日（日）

「なぜ私たちは巨樹に惹かれるのか：
人間と植物の多様な関わり」

中臺 亮介 （なかだい・りょうすけ） 氏
横浜国立大学 講師
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